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今年度 

活動報告 

成果 

本委員会は日本造園学会における災害対応・復興支援・防災研究に係わ

る研究を推進することを目的として発足された．本委員会は単独での研究

推進を図ると共に，災害対応・復興支援・防災研究に係わる委員会とも連

動し，学会として必要とされる「テーマ研究」を設定してこれを推進する

ことで，戦略的に造園･ランドスケープ分野における災害対応・復興支援を

広く国内外の学界･社会に位置づけることを目指した． 

本年度は委員の研究の推進および業務の推進に寄与することを目的と

して防災に関する情報を発信・共有する事を継続的に実施した． 

一方，防災小委員会との連携については，当初目指していたかたちを実

現することが叶わなかった．その理由としては防災小委員会の業務内容が

当初の予測と異なってしまった事が大きく影響している．相互に連携しな

がら活動することを主軸においた委員会組織として本委員会を結成した

ため，それが実現しない状況になった時点から本委員会の意義が薄れてし

まった事実に対しては率直に反省しなければならない．設立意義に賛同し

て参画いただいた委員各位にはお詫び申し上げる次第である． 

本学会における災害対応・復興支援・防災研究に係わる研究推進の体制

整備は求められる事項であると考えられる．本委員会での実現は時期尚早

であったと言わざるを得ないが，今後，機が熟してそのかたちが実現する

ことを期待する． 

 

 


